
平成２５年（２０１３年）７月２８日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ８

この市議会だよりは、環境に配慮して古紙配合の再生紙と低VOCインキを使用しています。

　

委
員
会
等
の
構
成
が
変
わ
っ
た
こ

と
に
伴
い
、
本
号
か
ら
議
会
報
編
集

委
員
会
も
新
し
い
メ
ン
バ
ー
で
ス
タ

ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
市
議
会
の
活
動
に
つ

い
て
積
極
的
に
お
知
ら
せ
し
、
親
し

み
や
す
い
紙
面
と
な
る
よ
う
編
集
委

員
一
同
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

お
気
づ
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
議
会
事
務
局
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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4月24日～7月23日
本会議、委員会、諸会議など

議 会 日 誌議 会 日議 会 日 誌誌
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　会派とは、市議会内で政治上の主義や政策等を同じくする議員同士が集まって政治
活動を行うことを目的として結成された団体のことです。小平市議会では２人以上の
議員をもって会派を構成することができます。 ○＝幹事長

　

政
治
家
が
、
選
挙
区
内
の
人
や
団

体
に
あ
い
さ
つ
状
（
答
礼
の
た
め
の

自
筆
に
よ
る
も
の
は
除
く
）
を
出
し

た
り
、
お
金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、

時
期
や
理
由
を
問
わ
ず
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
受
け
取
っ
た
人
も

罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
有
権
者
が
政
治
家
に
対
し

寄
附
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

具
体
例
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
お
中
元
や
お
歳
暮

○
お
祭
り
へ
の
寄
附
や
差
し
入
れ

○
秘
書
や
家
族
な
ど
が
代
理
で
出
席

す
る
場
合
の
結
婚
祝
い
や
香
典

○
町
内
会
の
集
会
や
旅
行
等
の
催
し

物
へ
の
寸
志
や
飲
食
物
の
差
し
入
れ

○
病
気
見
舞
い

　

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

湖
線
が
、
通
勤
通
学
の
交
通
手
段
と

し
て
、
ま
た
、
通
院
の
交
通
手
段
と

し
て
ま
さ
に
生
命
線
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

小
平
市
の
生
命
線
と
も
い
え
る
、

こ
れ
ら
の
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て
、

た
と
え
ア
イ
デ
ア
の
一
つ
と
し
て
示

し
た
と
言
わ
れ
て
も
、
到
底
看
過
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
二
つ
の
路
線
の
ほ
か
、
西
武

山
口
線
、
西
武
秩
父
線
、
西
武
多
摩

川
線
の
廃
止
も
示
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
北
多
摩
地
区
の
住
民

の
み
な
ら
ず
、
東
京
都
民
、
埼
玉
県

民
に
と
っ
て
、
大
変
な
衝
撃
を
も
っ

て
受
け
と
め
ら
れ
る
問
題
で
す
。

　

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
市
民
の

交
通
手
段
で
あ
る
公
共
交
通
機
関
を
、

単
に
採
算
の
問
題
だ
け
で
切
り
捨
て

よ
う
と
す
る
考
え
に
断
固
抗
議
す
る

と
と
も
に
、
た
と
え
株
式
公
開
買
い

付
け
（
Ｔ
Ｏ
Ｂ
）
が
成
立
し
、
株
式

の　
％
近
く
を
保
有
し
た
と
し
て
も
、

４５
こ
れ
ら
の
路
線
の
存
続
を
強
く
求
め

る
も
の
で
す
。

　

国
土
交
通
大
臣
あ
て

　

な
お
、
こ
の
意
見
書
は
国
土
交
通

大
臣
に
直
接
持
参
し
ま
し
た
。ま
た
、

同
趣
旨
の
決
議
が
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
、
決
議
文
を
西
武
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
、
西
武
鉄
道
及
び
東
京
都
に

直
接
持
参
し
、
サ
ー
ベ
ラ
ス
ジ
ャ
パ

ン
へ
は
郵
送
し
ま
し
た
。

　

寡
婦
（
寡
夫
）
控
除
は
、
配
偶
者

と
死
別
又
は
離
婚
し
て
、
子
ど
も
を

養
育
す
る
ひ
と
り
親
家
庭
に
適
用
さ

れ
る
国
の
税
制
優
遇
制
度
で
す
が
、

未
婚
の
ま
ま
子
ど
も
の
養
育
を
し
て

い
る
ひ
と
り
親
家
庭
に
は
適
用
さ
れ

ま
せ
ん
。

　

本
制
度
は
、
地
方
公
共
団
体
の
保

育
園
の
保
育
料
、
公
営
住
宅
の
賃
料

の
算
定
基
準
等
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に

影
響
が
あ
り
、
未
婚
の
ま
ま
子
ど
も

を
養
育
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
に

は
、
よ
り
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い

ま
す
。特
に
母
子
世
帯
に
つ
い
て
は
、

ひ
と
り
親
世
帯
の
中
で
も
所
得
水
準

が
低
く
、
子
ど
も
の
貧
困
の
視
点
か

ら
も
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
じ
ひ
と
り
親
家
庭
で
あ
り
な
が

ら
、
婚
姻
歴
の
有
無
及
び
性
別
に
よ

り
負
担
に
差
異
が
生
ず
る
べ
き
で
な

く
、
子
ど
も
の
成
育
環
境
に
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
制
度
の
確

立
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
国
会
及
び

関
係
行
政
庁
に
対
し
、
税
法
の
寡
婦

（
寡
夫
）
控
除
に
関
す
る
規
定
に
つ

き
、
全
て
の
ひ
と
り
親
家
庭
に
適
用

す
る
よ
う
改
正
す
る
こ
と
を
求
め
ま

す
。

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
総
務
大

臣
、
厚
生
労
働
大
臣
あ
て

　

意
見
書
と
は
、
地
方
公
共
団
体
の

公
共
の
利
益
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
議
会
と
し
て
の
意
思
を
意
見
と
し

て
ま
と
め
、
国
会
ま
た
は
関
係
行
政

庁
に
文
書
で
提
出
す
る
も
の
で
す
。

（
地
方
自
治
法
第　

条
）

９９
４月臨時会及び６月定例会
では、それぞれ１件の意見
書を可決し、関係機関へ送
付しました。（要旨）

意見書意見書意見書
　

西
武
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
筆
頭

株
主
で
あ
る
米
投
資
フ
ァ
ン
ド
サ
ー

ベ
ラ
ス
・
グ
ル
ー
プ
は
、
同
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
株
に
対
す
る
株
式
公
開

買
い
付
け
（
Ｔ
Ｏ
Ｂ
）
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
ら
に
絡
め
、
不
採
算

路
線
の
廃
止
や
埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン

ズ
の
売
却
を
含
め
た
提
案
を
し
て
い

る
と
の
報
道
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
後
、
同
フ
ァ
ン
ド
の
日
本
法
人
社

長
は
「
ア
イ
デ
ア
の
一
つ
と
し
て
示

し
た
だ
け
で
、
提
案
も
要
求
も
し
て

い
な
い
」
と
述
べ
て
路
線
廃
止
等
に

は
こ
だ
わ
ら
な
い
考
え
を
示
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
小
平
市
は
、
市
の

南
北
を
結
ぶ
西
武
国
分
寺
線
・
多
摩

西
武
国
分
寺
線
、
西
武 

多
摩
湖
線
な
ど
５
路
線 

の
存
続
を
求
め
る
意
見
書

小平非核都市宣言
　世界の恒久平和は、人類共通の願
いである。しかし、核軍備拡大競争
及び通常兵器の軍備拡大競争は一段
と激化し、世界各地で武力紛争が絶
え間なく続き核戦争の脅威が迫って
いる。
　我が国は、世界唯一の核被爆国で
あることにかんがみ、小平市議会は、
すべての国の核兵器に反対し非核三
原則を堅持し、人類永遠の平和のた
め努力することを決意し非核都市を
宣言する。

昭和58年3月3日
小平市議会

※この宣言は、昭和58年3月定例会において議員か
ら提案され、全会一致で可決されたものです。

議 場 議 席 図議 場 議 席議 場 議 席 図図

  市議会公明党（６人） 
○立花　隆一　浅倉　成樹　 川　　浩
　津本　裕子　山岸真知子　幸田　昌之
  フォーラム小平（４人） 
○滝口　幸一　石毛航太郎　小林　洋子
　常松　大介
  生活者ネットワーク（３人） 
○日向美砂子　岩本　博子　平野ひろみ

  みんなの党小平の会（２人） 
○吉池たかゆき　坂井やすのり

  政和会（５人） 
○佐野　郁夫　磯山　　亮　小野こういち
　川里　春治　宮寺　賢一
  日本共産党小平市議団（４人） 
○佐藤　　充　木村まゆみ　末廣　　進
　細谷　　正
  虹とひかり（２人） 
○村松まさみ　橋本　久雄
 《無会派》
  小平自民クラブ（１人） 
堀　　浩治

寡
婦
控
除
を
全
て
の 

ひ
と
り
親
家
庭
ま
で
拡
大 

す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

贈
ら
な

贈
ら
な
いい

求
め
な

求
め
な
いい

受
け
取
ら
な

受
け
取
ら
な
いい

２４日　臨時会

８日　幹事長会議
１０日　神奈川県川崎市議会議員視察来庁
 （防犯灯電気料金補助制度について）
１３日　幹事長会議
１４日　総務委員会
１５日　生活文教委員会
１６日　厚生委員会（市内視察）
１７日　建設委員会（市内視察）
２４日　東京河川改修促進連盟総会及び促進大会
２７日　幹事長会議
２８日　青森県弘前市議会議員視察来庁
 （小平市いきいき協働事業提案制度について）
２９日　小平・村山・大和衛生組合議会臨時会
 東京都三多摩地区消防運営協議会
 福岡県筑紫野市議会議員視察来庁
 （小学校給食について）
３０日　議会運営委員会
 三多摩上下水及び道路建設促進協議会総会

４日　６月定例会初日

４日　幹事長会議（臨時）
 議会運営委員会（臨時）
５日　６月定例会２日目（一般質問）
６日　６月定例会３日目（一般質問）
７日　６月定例会４日目（一般質問）
１１日　総務委員会
１２日　生活文教委員会
１３日　厚生委員会
１４日　建設委員会
１７日　まちづくり検討特別委員会
１８日　議会改革推進特別委員会
２０日　幹事長会議
２１日　議会運営委員会
２６日　６月定例会最終日
 議会報編集委員会

３日　多摩六都科学館組合議会臨時会
１１日　議会改革推進特別委員会（千葉県流山市視察）
１２日　多摩北部都市広域行政圏協議会審議会
１６日　議会報編集委員会
１８日　幹事長会議（臨時）
１９日　湖南衛生組合議会臨時会

5　　月

6　　月

7　　月

4　　月

会 派 の 構 成会 派 の 構会 派 の 構 成成

※堀浩治議員が７月９日付で政和会から脱会し、小平自民クラブを結成しました。


